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外国語活動学習指導案 

令和５年７月３日（月）第４校時 

３年３組 指導者 HRT 三輪 美鈴 

MES 髙橋 秀子 

場所 ３－３教室（北校舎２F） 

【授業の視点】 

 自分の好みの色を伝えるために、「めあてステップ」を活用し本時のめあての設定

や振り返り、目的意識をもたせるためにインタビューゲームを取り入れたことは有

効であったか。 

 

Ⅰ 単元名 Unit4「I like blue.」【すきなものをつたえよう】（Let’s Try!1） 

Ⅱ 考察 

１ 学習指導要領上の位置付け 

２ 内容 

〔知識及び技能〕  

(1) 英語の特徴等に関する事項  

ア 言語を用いて主体的にコミュニケーションを図ることの楽しさや大切さを知る

こと。 

〔思考力、判断力、表現力等〕  

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項  

  ア 聞くこと 

 (ｱ) 身近で簡単な事柄に関する短い話を聞いておおよその内容が分かったりする活

動。 

ウ 話すこと［発表］  

 (ｲ) 自分の好き嫌いや、欲しい物などについて、人前で実物やイラスト、写真などを

見せながら話す活動。 

 

 ２ 単元について 

 本単元では、”Do you like (blue)? / I like～. / Yes, I do. / No, I don’t. / I don’t like (blue).”

の表現や色を表す語句を用いて、自分だけの虹を作成するために相手に好きな色を尋ねたり

答えたりする。その価値は、以下の通りである。  

《単元を通して資質・能力を育成する上で大切にすること（教材の価値）》  

ア（知識及び技能）  

・音声やリズムについて外来語を通して日本語と英語の違いに気付き、色の言い方や好み

を表したり好きかどうかを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。  

イ（思考力、判断力、表現力等）  

・ゲームや交流を通して、相手の好みを尋ねたり、自分の好みを伝え合ったりする。 

ウ（学びに向かう力、人間性等）  

・相手に伝わるように工夫しながら、自分の好みを紹介しようとする。  

この学習は、今後、4 年の「Unit 3 I like Mondays.」の学習へと発展する。  

 

 ３ 本単元に関わる児童の実態 

（１）これまでの学習 

  児童は、外国語活動を始めたばかりである。「Unit3 How many?(Let’s Try1)」におい

て、数の聞き方や答え方を学んだ。 
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（２）本単元に関わる実態 

 上記の学習から、明らかになった児童の実態は、次の通りである。  

ア ゲームに等に積極的に参加したり発言したりできるようになってきている。しかし、ま

だ発音に自信をもてず、会話をすることにとまどう児童も見られる。 

イ 相手に意思を伝えることはできるようになってきている。しかし、自身の紹介となると

まだ自分の考えを伝えるのが苦手な児童も見られる。  

ウ クラスの友達と笑顔で会話をすることができている。しかし、ゲームや発表になると

Gesture や Smile、Reaction をまだ意識できない児童が見られる。 

 また、アンケートを実施した。以下のような傾向が見られた。選択で答える質問と回答は

以下の通りである。  

調査日：令和５年４月 外国語活動実施前のアンケート結果  

 

 本学級の児童は、外国語に対して苦手意識はなく、授業を行う中でも積極的に参加する児

童が多い。また、話すことに関してもゲームなどを通して友達と話すことに関しては「楽し

い」と感じている児童が 80％を超えている。その一方で、まだ外国語活動に対して消極的な

児童も見られた。発音練習において、話すことに苦手意識をもつ児童が見られる。その中に

は「うまく言えない言葉がある」などが挙げられた。  

 

Ⅲ 目標 

・音声やリズムにおける日本語と英語の違いに気付き、色の言い方や好きかどうかを尋ね

たり答えたりする表現に慣れ親しむ。  

・自分の色の好みを伝え合う。  

・相手に伝わるように工夫しながら、自分の好みの色を紹介しようとする。  

 

Ⅳ 単元の評価規準 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

①色の言い方や、好きな

色を尋ねたり答えたり

する表現に慣れ親しん

でいる。 

①それぞれの色が好きか

尋ねたり答えたりする

とともに、自分の好きな

色を伝えている。  

①相手に自分の好きな色が

わかるように紹介しよう

としている。 

 

 

Ⅴ 指導方針 

「知識及び技能」 

・Fiddle Stick Game を活用し、単語の確認を事前に行い、しっかりと色の表現に慣れ親し

むことができるようにし、言語活動を行う際には、単元で必要な単語や表現を段階的に取

り入れるとともに、Picture cards や歌、チャンツで繰り返し練習を行い語句や表現に慣

れ親しめるようにしていく。 

「思考力・判断力・表現力等」 

好き

83%

普通

17%

苦手

0%

質問１ 英語は好きですか

好き

65%

普通

35%

苦手

0%

質問２ 話すこと

好き

83%

普通

17%

苦手

0%

質問３ 友達と話すこと
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・単元の目標に自分だけの虹を作るという目的を入れることで、自分の好きな色を考える必

要感をもって活動できるようにし、自分で考えた虹を紹介する際には、小さなグループか

ら始め自信をもって紹介できるようにする。  

「学びに向かう力、人間性等」 

・児童の言葉と前時の振り返りを基に、単元の課題と毎時間のめあてを決めていくことで見

通しをもって学習に取り組めるようにするだけでなく、振り返りの際には、本時のめあて

の達成度や前時の自分と比較させることで学習の成果を実感し、次時への意欲を高められ

るようにする。 

・英語の発音がうまくできなくても、励まし、よいところをほめて、児童が自信をもって取

り組めるようにする。 

 

Ⅵ 指導と評価の計画 （全４時間計画、本時は３時間目） 

過

程 

時

間 

ねらい 

めあて  

主な学習活動  

☆振り返り（意

識） 

評価項目（評価方法）  

知 思 態 

つ

か

む 

１ 単元の課題や学習

の見通しをもち、

色の言い方に慣れ

親しむ。 

☆色の名前が言え

る よ う に な っ

た。 

☆早くにじを作っ

てみたい。 

☆知らない色を言

えるようになっ

た。 

☆△△色のにじに

しようかな？ 

①色の表現に

慣れ親しんで

いる。  

（行動観察・

振り返りカー

ド）  

  

追

究

す

る 

２ （
本
時
） 

好きな色について

伝えようとしてい

る。 

 

 

 

☆〇〇色が好きっ

て言うことがで

きた。 

☆もっと聞いて、

友達の好きな色

も知りたいな。  

☆次は、スラスラ

言えるようにな

りたいな。 

①好きな色の

言い方に慣れ

親 し ん で い

る。（行動観

察・振り返り

カード）  

 ①相手にわか

るように好き

な色を伝えよ

う と し て い

る。（ワークシ

ート・行動観

察・振り返り

シート）  

３
（
本
時
） 

 

好きな色と答えた

り尋ねたりする表

現を使って友達の

好きな色を聞く。 

☆私の好きな色は

〇〇色って言え

た。 

☆友達と好きな色

が同じだった。 

☆今度は、好きな

色で虹を描きた

いな。 

 ①相手の好き

な色を尋ねた

り答えたりし

ている。（ワー

クシート・行

動観察・振り

返りシート）  

①相手にわか

るように好き

な色を伝えよ

う と し て い

る。（ワークシ

ート・行動観

察・振り返り

シート）  

ま

と

め

る 

４ 自分だけの虹を作

成し、紹介しよう

としている。 

☆自分だけの虹を

作って発表する

ことができてよ

かったな。 

①好きな色の

語句や表現に

慣れ親しんで

いる。（行動観

 ①相手にわか

るように好き

な色を紹介し

ようとしてい

色をおぼえて、

言えるように  

なろう。 

友だちのすきな 

色を聞いて 

みよう。 

すきな色を 

言えるように  

なろう。 
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Ⅶ 本時の学習（本時は３／４） 

 １ ねらい 

 インタビューゲームを通して、好きな色の尋ね方や答え方の表現に慣れ親しむとともに、

相手に自分の好みの色を伝え合う。 

 

 ２ 準備・資料 

 教師：教師用タブレット、掲示用 PC（授業のルール、気持ち、天気、曜日、色）、「めあ

てステップ」、Who am I?カード、ワークシート、スタンプ２つ、シール、ＨＥＬＰ

＆ＣＨＥＣＫカード  

 児童：英語ファイル、名札、筆記用具  

 

 ３ 本時の展開 

学習活動 
時

間 
指導上の留意点・支援  

１ あいさつをする 

・あいさつ、体の調子、

歌、天気について答

える。 

・Hello, Misuzu 

sensei. 

・I’m  

fine./happy./OK. 

  And you? 

・Hello, Hideko 

sensei. 

・I’m fine. /happy. 

/OK. 

      And you? 

・It’s (   ). 

(1) Hello song 

(2) Seven Steps 

(3)Coconut Song 

７

分 

T１ HRT T２ MES 

〇黒板に、授業のルール

（Smile, Clear voice, 

Eye contact, Gesture, 

Reaction）を掲示し、いつ

でも児童が確認できるよう

にする。 

＜Greeting＞ 

〇今の気持ちを伝えられるよ

うに Picture card を掲示

する。 

〇MES と児童がスムーズに会

話ができるように一緒に答

えたり、会話を促したりす

る。 

〇児童が楽しく参加できるよ

うに一緒に歌い楽しい雰囲

気作りを心がける。 

 

 

 

 

 

 

 

〇HRT が授業を進める

にあたり児童と一緒

に答える。 

〇児童が It’s をしっ

かりとつけて答えら

れるように一緒に答

える。 

〇児童と共に歌に参加

したりうまく参加で

きない児童の支援を

行ったりする。 

２ めあてをつかみ、

学 習 の 見 通 し を も

つ。 

・自分の虹には〇〇色

を入れたいと思う。 

・色を英語でしっかり

と言う事ができた。 

 

10 

分 

〇前時の振り返りを数人に発

表してもらい、学習の見通

しをもてるようにする。 

〇単元の導入で使われた虹ク

イズを出し、本時のめあて

につなげられるようにす

る。 

〇視覚教材を掲示すること

 

 

 

〇児童が、理解できる

ようにともに答えを

考える。 

 

 

☆〇〇さんの虹と

私の虹は似てい

るな。 

 

察・振り返り

カード）  

る。（ワークシ

ート・行動観

察・振り返り

シート）  

評価項目 

自分だけのにじ

をえがいて 

発表しよう。 
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・わ～だれだろう？ 

・私も同じ！ 

・青が嫌いだって。 

・黄色が好きなのは、〇

〇先生かな？ 

・〇〇先生じゃないか

な？ 

・もっとやってみたい

な。 

・私なら、△△を入れた

いな！ 

 

・前回は、色をマスター

したから・・・。 

・この間は、うまく聞け

なかったから、ちゃ

んと聞けるようにな

りたいな。 

・今日は、友達に好きな

色について聞いてみ

たい！ 

で、何の話をしているのか

児童が理解できるようにす

る。 

〇答えられた児童を称賛した

り、難しい場合には必要に

応じてヒントを提示したり

する。 

〇「今日はどんなことをして

いくといいかな」と投げ掛

けながら「めあてステッ

プ」を活用し、児童の言葉

を基に本時のめあてを設定

し、学習の見通しもって意

欲的に取り組めるようにす

る。 

 

 

〇本時のめあてを「めあてス

テップ」に示し、振り返り

シートに記入をするよう促

す。 

 

 

 

 

 

 

〇答えられた児童を称

賛し、English Trip

にスタンプをおす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇振り返りシートに記

入できたか確認を

し、児童の支援をす

る。 

３ インタビューゲー

ムをする。 

 

(1)デモンストレーシ

ョンをみる 

・好きな色はそういう

聞き方だったな！ 

・色の言い方は知って

いるな。 

・〇〇って言いづらい

な。 

・前回スマイルはでき

たから、ジェスチャ

ーとかやりたいな！ 

(2)練習をする 

＜学習する表現＞ 

Do you like 〇〇? 

Yes, I do. 

No, I don’t. 

Thank you. 

 

 

 

 

 

20

分 

HRT: Let’s play a game. 

 ST: That’s a good idea! 

HRT: I’ll show you how. 

〇本時で扱う Yes, I do.や

No, I don’t.の後に繰り

返しを入れたりしてデモン

ストレーションを行い、児

童にも意識して聞くように

促す。 

 

 

 

 

 

〇リアクションを入れながら

練習を行うよう促すこと

で、より相手を意識できる

ようにする。 

〇前時の振り返りで言いづら

かった表現については特に

繰り返し練習を行うように

する。 

〇Picture cards を掲示し、

目でも確認できるようにす

る。 

 

 

 

〇大きなジェスチャー

やリアクションでデ

モンストレーション

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

〇児童とともに練習を

行い、なかなか言え

ない児童の支援を行

う。 

〇日本語と発音やアク

セントが違う単語に

ついては、特に丁寧

に繰り返し発音させ

る。 

〇難しい単語はゆっく

りと発音し、児童が

Today’s goal：友達の好きな色を聞いてみよう。 
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(3)インタビューゲー

ムをして友達の好

きな色を聞く。 

 

 

○ペア活動から始め、児童が

単語に慣れ親しんで参加で

きるようにする。 

〇表現や語句が分からない場

合に教師に聞ききにこられ

るように「HELP」と

「CHECK TIME」を首にかけ

支援をする。 

〇支援の必要な児童には、教

師が積極的にアプローチを

かけ、参加できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

自信をもって発音で

きるようにする。 

〇児童に質問をしたり

一緒に答えたりする

ことで、児童が自信

をもって聞いたり答

えたりできるように

する。 

〇児童と交流を行い、

児童が積極的に参加

できるよう声掛けを

行ったり、できてい

る児童を称賛したり

する。 

 

４ 本時の学習を振り

返り、次時の見通し

をもつ。 

・今日は色の言い方や

好きな色の聞き方を

使 っ て 友 達 に 聞 け

た。 

・友達の好きな色を聞

くことができた。 

・友達に聞くことがで

きて、自分と同じ色

が好きなことがわか

った。 

・次は自分だけのにじ

を作ってみたいな。 

8

分 

〇本時の学習を振り返り、め

あてを達成できたかを確認

し、振り返りシートを記入

する時間を設定する。 

○「今日のめあてを達成でき

たか」「前時とくらべ、何

ができるようになったか」

と問い掛け、自分やお互い

の頑張りを実感できるよう

にする。 

〇「次の時間はどんなことを

やっていけばいいかな」と

問い掛けながら、次時への

意欲を高められるようにす

る。 

〇机間支援を行い、し

っかり記入できてい

る児童は、称賛し意

欲を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 主①（活動・記述） 

友達の好きな色を尋ねたり、自分の好きな色を答え

たりし、インタビューゲームをしようとしている。  
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板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ホワイトボード＞  

気 持 ち の P C 

天気 
Fiddle 

Stick 

Game’s 

Rule 

めあてステップ  

振り返り  

何ができるようになりましたか？  

前とくらべてどうですか？  

色 の P C 
英

語

の

ル

ー

ル

P
C

 


